
資料 1（第 3 回産学公連携協議会） 

第 3 回 

健康と文化の森地区産学公連携協議会 

 

日時：2025 年（令和 7 年）3 月 21 日（金） 

午前 10 時 00 分～ 

場所：藤沢市役所 本庁舎 6 階 6-1 会議室  

 

次 第 

 

1．開会 

 

2．議事 

（１）前回協議会の振り返り 

 

（２）産学公連携実行プランの骨子について 

 

（３）展開する施策について 

 

3．閉会 

資料２ 



第３回 健康と文化の森地区

産学公連携協議会

第３回 健康と文化の森地区

産学公連携協議会

令和7年3月21日（金曜日）
藤沢市役所 本庁舎6階 6-1会議室

資料2（第３回産学公連携協議会）

事務局:藤沢市 都市整備部 西北部総合整備事務所
藤沢市 企画政策部 企画政策課
藤沢市 経済部 産業労働課
株式会社フジタ（土地区画整理組合 業務代行者）
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議事

１．前回協議会の振り返り

２．産学公連携実行プランの骨子について

３．展開する施策について

次 第次 第
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議事

１．前回協議会の振り返り

２．産学公連携実行プランの骨子について

３．展開する施策について

次 第次 第
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前回協議会の振り返り前回協議会の振り返り

1. プランの
位置づけ

■産学公連携実行プランの構成イメージ

2. 策定の
背景

3. めざす姿 4. 展開する
施策

5. プランの
推進体制

■産学公連携のあり方について

• 産学公連携のあり方を考えるにあたり、本連携協議会とは別に次の取組を実施。

 企業へのアンケート・ヒアリング及び意見交換
（大学との連携や立地に対する考え方）

 慶應義塾大学へのヒアリング及び意見交換
 学生へのヒアリング及び意見交換

（SFCの学生、他大学の学生）
 近隣住民へのヒアリング及び意見交換

 研究所の進出は不透明。また、スタートアップやベンチャー
企業が大学連携を期待しているが、見込みは不透明。

 企業立地の判断においては、老朽化や手狭になったこと
に起因するケースが多い。また、人材確保の観点から住
環境を重視する傾向。

 SFCでは理系、文系に捉われない活動が多く、一般的な
産学公連携にはなりづらい。

 まちとの関わりに関心がある学生が潜在しており、産業系
の連携だけでなく、商業施設等における連携にも期待。

 起業をめざす学生に対しての支援も必要。

取り組み内容 ヒアリング・意見交換より見えてきた事

4



前回協議会の振り返り前回協議会の振り返り
■産学公連携のあり方について（つづき）

SFC
SFC

★本地区の産学公連携に求められる事は...

企業と大学との連携によるビジネス育成も重要だが、地域や大学学生に
よる活動拠点の形成にも重きを置いた取組が求められる

• 地域と学生の接点を創出してなかった
• 学校以外に立ち寄る施設を設けてな

かった
• まちづくりに携わる機会を供与してな

かった

• 地域と学生の交流でまちが活性化する
• 学校以外にも立ち寄る施設があり、まち

の関係者が増える
• まちづくりに携わることでまちに愛着を持

つ事ができる

産学公連携による
まちづくり
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前回協議会の振り返り前回協議会の振り返り
■協議会での意見交換で挙がった主なキーワード

大学と地域の
つながり創出

 地元の協議会・イベント
への大学の参加

 学生のやりたいが地域
で実現

 地域と大学の繋がりの
支援

インキュベーション

 起業アクションのハードル
 既存施設のリビングラボ・

ショーケースとしての活用
 実証実験の場としての活用
 マーケットサイズとビジネスの

スケール化

コーディネート
・マッチング

 企業のニーズ・大学の
シーズのマッチング

 公平・中立な団体
 遠藤地区のPR
 地域への協力に対す

る事業者のメリット

コミュニティの場づくり

 リビングラボ・サードプレイスな
ど場の創出

 まちの特徴に合わせたコミュ
ニティスペース

 大学と地域のコミュニケーショ
ンを図る可変性のある空間

学生のモチベーション・
キャリア形成

 キャリアに繋がるプロジェク
トへの参画意欲

 キャリアに繋がる経験
 実証実験へ学生の参画と

学生研究への展開
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前回協議会の振り返り前回協議会の振り返り
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■湘南ビジネスコンテスト受賞事例（2006年～2015年）

年度 受賞内容 受賞企業
所在地 事業テーマ 受賞後の状況

2006
中小企業意欲
マンマン賞

藤沢市 井戸事業

❖飲める温泉水「鎌倉美人」を開発・販売
❖井戸事業に特化した会社（茅ヶ崎市）を立ち上げ、災害用水洗トイレ

「イドテック・トイレ」を展開
❖2021年以降に⾧野県・横須賀市・茅ヶ崎市・品川区へ、イドテック・ト

イレを導入

2008 ビジネス大賞 藤沢市 高級ボトリング茶飲料の開発・販売
❖茅ヶ崎市に直営店工場を2016年オープン
❖日本航空（株）のファーストクラス、洞爺湖サミット、伊勢志摩サミット

等で使用

2010 ビジネス大賞 藤沢市
次世代ビジネス用 EV車両
（電動バイク）の開発・販売

❖2020年以降に、新聞配送店や京都市中央卸売市場に納車済み、更
に採用増の予定

2012 ビジネス準大賞 藤沢市 映像制作・情報発信
❖2013年に会社を設立（事業所・ 藤沢市片瀬海岸）
❖映像づくりのノウハウ、編成のツボが学べる教室「チャンネルプロデュースセ

ミナー映像塾」を開講中

2014
ビジネス準大賞
なでしこ起業家賞

藤沢市 保育園への習い事講師派遣事業
❖2015年には株式会社を設立、2016年にファンドから出資を受けた
❖代表は、内閣府から2019年度女性のチャレンジ賞特別部門賞を受賞

2015 ビジネス準大賞 藤沢市
現行の監視カメラの問題点を解消する
新規監視カメラシステムの開発

❖2016年に、NEDOの「起業家候補（スタートアップイノベーター）の募
集（研究開発型ベンチャー支援事業の実施）」の採択を受けた

❖SFICのシェアードオフィスに入居し、I Mによる伴走支援中



前回協議会の振り返り前回協議会の振り返り
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■湘南ビジネスコンテスト受賞事例（2017年～2022年）

年度 受賞内容 受賞企業
所在地 事業テーマ 受賞後の状況

2017 ビジネス準大賞 藤沢市
藤沢産豚肉を使った⾧期熟成生ハム
（ふじさわ生豚）の製造

❖⾧期熟成生ハムの市内飲食店への販路拡大、また横浜市内ホテル等
への取引開始

2019
ビジネス大賞
来場者賞

茅ヶ崎市
相模湾の魚を使った魚醤（茅ヶ崎ナン
プラー・えぼしの雫）の製造販売

❖コンテスト終了後、月間50～60本の販売が、現在は平均200本以上
の販売に拡大

❖機械化の導入を実施

2020 ビジネス準大賞 茅ヶ崎市 日本酒（一合缶）の販売
❖2023年シード調達を完了
❖2023年香港で販売開始

2021

ビジネス大賞 藤沢市
中小企業の検査ストレスを解放する
卓上型ＡＩ外観検査システム

❖SFC-IV に入居し、I Mによる伴走支援中
❖2023 年マイクロソフト社が提供するスタートアップ支援プログラムに採択

スタートアップ賞 茅ヶ崎市
テーマ）本を通じて、安らぎを感じられる
居場所話せるシェア本屋

❖2022年に合同会社を設立

湘南信用金庫賞 藤沢市
女性の美容サロン起業を叶える!
シェアサロン・ビジネスアカデミー

❖2023年特定創業申請、開業

2022

ビジネス大賞 藤沢市
コンポスター環（たまき）でキッチンから
始める地球の未来作り

❖2023年から藤沢市のコンポスト導入補助金対象商品に決定（通常
8,800円が3,000円で購入可）

ビジネス準大賞 茅ヶ崎市
フラワーロスゼロを目指して、癒しの
キャンドル

❖2023年、国際女性デーにおいて、廃棄花（ミモザの花）を使ったキャン
ドルを出展



議事

１．前回協議会での意見交換内容の振り返り

２．産学公連携実行プランの骨子について

３．展開する施策について

次 第次 第
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産学公連携実行プランの骨子について産学公連携実行プランの骨子について

1. プランの位置づけ
・藤沢市の既存計画との関係性やプランの役割について明示する。

2. 策定の背景
・産学公連携に関するこれまでの取組や現状、課題を交えながら策定の背景を明示する。

3. めざす姿
・現状のまちづくりの状況や今後のまちづくりの方向性も勘案しながら、

産学公連携の「めざす姿」を明示する。（例えば、目標、ビジョン、方針等）

4. 展開する施策
・「めざす姿」を実現するために展開する施策を明示する。ハード・

ソフトの両面から明示する。
・各施策を担うそれぞれの主体の関わり方を明示する。

5. プランの推進体制
・産学公連携実行プランを推進するための体制を明示する。

■産学公連携実行プランの構成イメージ これまでに挙がった事項を基に骨子案を組み立て
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産学公連携実行プランの骨子について産学公連携実行プランの骨子について
■これまでに上がった事項・要素等による骨子案

1. プランの位置づけ に関連する内容

○藤沢市のめざす都市像や
基本目標を掲げたもので、
その実現に向けてまちづく
りテーマと重点施策を定め
ている

〇 健康と文化の森整備事
業は都市の機能と活力を高
める重点事業として位置付
け

藤沢市市政運営の
総合指針2024

• 藤沢市の既存計画やまちづくりガイドラインとの関係性および、本プランの役割を示す。
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〇 健康と文化の森地区は、
学術文化新産業拠点とし
て都市拠点の一つに位置
付け、ＳＦＣの持つ情
報・環境・医療分野等の
技術集積や学術・研究機
能を核に、産学公連携に
よるビジネス育成や国際
交流拠点の形成をめざす
としている

健康と文化の森地区
まちづくり基本計画

藤沢市
都市マスタープラン

健康と文化の森地区
まちづくりガイドライン

健康と文化の森地区
産学公連携実行プラン「都市マスタープラン」や「まちづくり基本計

画」に具体な取組方針が示されていないため、
産学公連携実行プランとしてとりまとめる。

〇 まちづくりのめざす姿
として、みらいを創造す
るキャンパスタウンに掲
げている

〇 「環境共生」「健康・
医療」「農を活かす」
「活力創造・文化・交
流」の４つのテーマ別ま
ちづくりの取組方針や土
地利用・都市施設等につ
いて提示

♦「まちづくり基本計画」を
踏まえ、関係者間で本地区
全体の将来像を共有し、そ
の実現に向けてまちづくり
を適切に誘導する指針とな
ると同時に、地区計画の決
定に向けた検討の指針

都市拠点の一つに位置づけている健康と文化の森地区
において、慶応義塾大学ＳＦＣの持つ情報・環境・医
療分野等の技術集積や学術研究機能を核にまちづくり
を進めるため、大学の学生や教職員、研究者、産業界、
市民、行政などまちづくりを担うさまざまな主体が連
携し地区の強みを活かす活動や取組についてとりまと
める。

まちづくりの
誘導にかかる
部分を反映



産学公連携実行プランの骨子について産学公連携実行プランの骨子について
■これまでに上がった事項・要素等による骨子案

2. 策定の背景 に関連する事項
2-1 産学公連携に関するこれまでの動き
• 本地区で展開されてきた産学公連携の動きを示す。
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産学公連携実行プランの骨子について産学公連携実行プランの骨子について
■これまでに上がった事項・要素等による骨子案

2. 策定の背景 に関連する事項
2-1 産学公連携に関するこれまでの動き
• 本地区で展開されてきた産学公連携の動きを示す。

2016年（平成28年）
市街化区域に編入

2024年（令和6年）
市街化区域に編入
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産学公連携実行プランの骨子について産学公連携実行プランの骨子について
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■これまでに上がった事項・要素等による骨子案

2. 策定の背景 に関連する事項
2-2 産学公連携の課題
• 関連計画に、産学公連携の具体な取組方針が示されていないため、産学公連携のめざす

姿を考えるにあたり、企業や学生、慶応義塾大学、近隣住民等にアンケート・ヒアリン
グ・意見交換など、様々な手法で得られた意見をもとに現状・課題・ニーズを整理する。













 14



産学公連携実行プランの骨子について産学公連携実行プランの骨子について
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■これまでに上がった事項・要素等による骨子案

2. 策定の背景 に関連する事項
2-2 産学公連携の課題
• 産学公連携の現状把握として、一般的な産学公連携における問題点・課題を整理する。
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産学公連携実行プランの骨子について産学公連携実行プランの骨子について
■これまでに上がった事項・要素等による骨子案

2. 策定の背景 に関連する事項
2-2 産学公連携の課題
• 一般的な産学公連携における課題・問題点・進まない理由を事例から把握する。
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９大学
×
B市

６高専
×

各高専地域連携
テクノセンター

A大学
×
A市



産学公連携実行プランの骨子について産学公連携実行プランの骨子について
■これまでに上がった事項・要素等による骨子案

2. 策定の背景 に関連する事項
2-2 産学公連携の課題
• 一般的な産学公連携における課題・問題点・進まない理由を事例から把握する。
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C大学
×

商工会議所

E大学
×

E県・E市

D大学
×
D社



産学公連携実行プランの骨子について産学公連携実行プランの骨子について

3. めざす姿 に関連する事項
• 策定の背景に記載の課題解決を図るため、また、基本計画で掲げるビジョン「活力

創造・文化・交流のまちづくり」を実現するため、産学公連携実行プランのめざす
姿を設定する。

■これまでに上がった事項・要素等による骨子案

企業と大学との連携によるビジネス育成も重要だが、地域や大学・学生による活動拠点の形成にも
重きを置いた取組が求められる
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★本地区の産学公連携に求められる事は...



議事

１．前回協議会での意見交換内容の振り返り

２．産学公連携実行プランの骨子について

３．展開する施策について

次 第次 第
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展開する施策について展開する施策について
■産学公連携実行プランの構成イメージ

1. プランの位置づけ
・藤沢市の既存計画との関係性やプランの役割について明示する。

2. 策定の背景
・産学公連携に関するこれまでの取組や現状、課題を交えながら策定の背景を明示する。

3. めざす姿
・現状のまちづくりの状況や今後のまちづくりの方向性も勘案しながら、

産学公連携の「めざす姿」を明示する。（例えば、目標、ビジョン、方針等）

4. 展開する施策
・「めざす姿」を実現するために展開する施策を明示する。ハード・

ソフトの両面から明示する。
・各施策を担うそれぞれの主体の関わり方を明示する。

5. プランの推進体制
・産学公連携実行プランを推進するための体制を明示する。

意
見
聴
取
結
果
や

連
携
協
議
会
で
の
意
見

を
踏
ま
え
て
整
理
す
る
。
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• めざす姿の実現に向け、ディスカッションやアンケート・ヒアリング等でいただいたご意
見を踏まえ、施策案を検討した。

展開する施策について展開する施策について
■めざす姿に基づいた施策
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展開する施策について展開する施策について
■めざす姿に基づいた施策

•

•

•

•

•

• めざす姿の実現に向け、ディスカッションやアンケート・ヒアリング等でいただいたご意
見を踏まえ、施策案を検討した。
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展開する施策について展開する施策について

•

•

•
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•
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展開する施策について展開する施策について
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展開する施策について展開する施策について

•

•
•

•
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展開する施策について展開する施策について

26

•

•

•

•



展開する施策について展開する施策について
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